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2026 年 2 月 27 日 版 

看護学生が挙げる看護診断とそれにおける関連因子の実態 

京都府立医科大学医学部看護学科では、領域別実習のうち、成人急性期・慢性期看護学

実習で挙げる看護診断とそれにおける関連因子の実態を明らかにし、教育内容の見直しや

指導方法の改善を図るための研究を行っております。 

実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査委員会の審査を受け、研究機関の長の許可

を受けて実施しています。 

 

・ 研究の目的 

看護診断は、看護過程における臨床判断の中心的構成要素であり、患者が示す反応を科

学的に捉え、適切な看護介入へと導くための重要なプロセスです。とりわけ、関連因子お

よび診断指標を適切に抽出することは、診断の妥当性や精度を左右する重要な要素であり、

看護学生にとって大きな学習課題となっています。 

本研究は、看護学生がどのような視点で情報を捉え、どのような根拠に基づいて看護診

断を行っているのかを明らかにするとともに、看護診断および関連因子の抽出状況の実態

を把握し、その特徴と課題を検討することを目的としています。 

 

・ 対象となる方について 

2024年 10月～2025年 7月まで、本学領域別実習のうち成人急性期・慢性期看護学実

習に参加した 3年生 84名分の実習記録よりデータを収集します。 

 

・ 研究期間： 医学倫理審査委員会承認後から 2027年 3月 31日 

 

・ 試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

利用開始予定日：医学倫理審査委員会承認日（2026年 3月） 

 

・ 方法 

2024年 10月～2025年 7月まで、本学領域別実習のうち成人急性期・慢性期看護

学実習に参加した 3 年生 84 名分の実習記録よりデータを収集します。実習記録の

うち、看護診断と関連因子に関する記述を抽出します。学生が自身で関連因子を考

えて記述している場合、該当する関連因子に当てはめることとしています。抽出し

た看護診断と関連因子を集計し、その傾向を分析します。 
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・ 研究に用いる試料・情報について 

2024年 10月～2025年 7月まで、本学領域別実習のうち成人急性期・慢性看護学実習に参

加した 3年生 84名分の実習記録 

 

・ 個人情報の取り扱いについて 

実習記録には、患者の氏名や生年月日など、個人を特定できる情報は記載されていませ

んが、万が一記載があった場合、個人を特定できる情報は削除し研究用の番号を付けて取

り扱います。また、患者と研究用の番号を結びつける対応表のファイルにはパスワードを

設定し、インターネットに接続できないパソコンあるいは USBに保存します。 

看護学生の氏名など個人を特定できる情報は削除します。看護学生より、試料・情報の

取り扱いに拒否の申し出があった場合、その情報を使用することはありません。 

データ管理のパソコンが設置されている部屋は、入室が管理されており、第三者が立ち

入ることができません。 

また、この研究の成果を発表する場合にも、患者さんや看護学生が特定できる情報を使

用することはありません。 

なお、この研究で得られた情報は研究責任者（京都府立医科大学看護学科 吉岡さおり）

と研究担当者の責任の下、厳重な管理を行い、患者さんの情報などが漏洩しないようプラ

イバシーの保護には細心の注意を払います。 

 

 

・ 研究資金及び利益相反について 

利益相反とは、寄附金の提供を受けた特定の企業に有利なようにデータを操作する、都

合の悪いデータを無視するといった、企業等との経済的な関係によって、研究の公正かつ

適正な実施が損なわれるまたは損なわれているのではないかと第三者から懸念される状態

をいいます。本研究に関する利益相反については、京都府公立大学法人の利益相反に関す

る規程、京都府立医科大学の臨床研究に係る利益相反に関する規程等にしたがって管理さ

れています。 

 本研究は大学運営交付金（教室費）により実施します。本研究の実施にあたり、開示す

べき利益相反はありません。  

 

 

・ 研究組織 

研究責任者 

  京都府立医科大学医学部看護学科 教授 吉岡さおり 

研究担当者 

京都府立医科大学医学部看護学科 准教授 室田昌子 
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京都府立医科大学医学部看護学科 准教授 林容子 

京都府立医科大学医学部看護学科 講師 佐伯良子 

京都府立医科大学医学部看護学科 学内講師 山本裕子 

京都府立医科大学医学部看護学科 助教 大槻佳代子 

京都府立医科大学医学部看護学科 助教 西ケ峰晴奈 

 

お問合せ先 

看護学生のご希望があれば参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創性

の確保に支障が生じない範囲内で、研究計画及び実施方法についての資料を入手又は閲覧

することができますので、希望される場合はお申し出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて看護学生もしくは看護学生の代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、2027年 3月 31日までに下

記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者や看護学生に不利益が生じることはあ

りません。 

 

 京都府立医科大学医学部看護学科 教授 吉岡 さおり（よしおか さおり） 

 電話：075-212-5438、e₋mail: s₋yoshi@koto.kpu₋m.ac.jp 

 受付時間帯： 10時～19時 


